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 2020 年 3 月以降，北米の大学図書館は，新型コロナウイルス感染症の感染拡大と，それにともなう

大学キャンパス閉鎖のため，多くが閉館を余儀なくされた．閉館中も図書館サービスを継続する方策

としては，当初は電子資料，デジタル化資料の提供が中心であったが，その後，次第に非接触型の物

理書籍貸出サービスを再開する館が増加した．本稿では，各大学図書館がそのような非接触型貸出サ

ービスをどのように広報したかを概観し，考察する． 
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1. はじめに 
 
 2019 年末に初期の事例が報告され，2020 年前

半に世界規模に拡大した新型コロナウイルス感染

症（COVID-19）は，全世界で図書館および図書

館サービスに大きな影響を与えた．北米の大学図

書館も例外ではなく，例えば米国では 2020 年 3
月 13 日の国家非常事態の宣言前後から多くの大

学がオンライン授業への移行を発表しキャンパス

の閉鎖を決定したため，それらの大学に設置され

ている図書館もリモートサービスに移行すること

となった．そのような間，図書館サービスを継続

する方策としては，当初は電子資料，デジタル化

資料の提供が中心であったが，その後，制限下で

はあるものの教職員や学生，図書館員の入構が許

されるようになると，次第に非接触型の物理書籍

貸出サービスを拡大する館が増加していった．本

稿では各大学図書館がそうした非接触型貸出サー

ビスに関する広報をどのように展開したかを概観

し，考察する． 
 

2. 背景（北米大学図書館の COVID-19 対応） 
 
2.1 初期の対応 
 
 2020年3月時点の北米における大学キャンパス

と大学図書館の閉鎖状況に関する調査には，

Hinchliffe and Wolff-Eisenberg [1][2][3]がある．

著者らによれば，3月11日の時点では，3月10日の

調査開始から24時間以内にサーベイに回答した

高等教育機関の58％がオンライン授業への移行

を発表していたものの，大学図書館は60％が通常

の開館時間通りにサービスを行っており，85％は

物理書籍の貸出も通常通りに行っていた[1]．3月
13〜14日の期間になると，オンライン授業への移

行は回答した高等教育機関の82%に達し，通常通

りの開館時間を維持する図書館は全体の36%，物

理書籍の貸出を継続する図書館も全体の40%まで

減少した[2]．その後，3月21日に至る期間の間に

は，当初「開館」と報告していた図書館のうち49
館が「閉館」への移行を報告し，また97館が物理

書籍の貸出を停止したと報告した[3]． 



 

 

2.2 その後の動向 
 
筆者は，（北米）東亜図書館協会（Council on 

East Asian Libraries/CEAL）に蔵書統計等を報

告している北米大学図書館43館について，上記期

間，およびその後の期間における開館状況，サー

ビス状況を調査した[4]．3月以降，5月（北米の大

学の大半で春学期が終了し夏学期/夏季休業期間

が始まる時期）までに物理書籍の貸出を再開した

館は限定的であったが，何らかの形で物理書籍の

貸出を行う館は夏期（6月〜7月）に33館にまで増

加し，秋学期（多くの大学が対面型ないしは対面

とオンラインのハイブリッド型授業の一部再開を

表明していた）の開始時期となる8月から9月中旬

にかけての調査では，その数は42館に達した[4]．
日本語／日本研究コレクションを有するミシガン

大学，ハーバード大学，シカゴ大学の大学図書館

におけるこの時期の対応，特に電子資料，デジタ

ル化資料の提供とそれらにまつわる課題等につい

ては，各図書館で日本研究ライブラリアンを務め

る諸氏による日本語での報告がある[5][6][7]． 
 
3. 非接触型貸出サービス 
 
3.1 非接触型貸出サービスの方式 
 
 COVID-19 に関しては，発症者および無症状保

菌者が発散する飛沫等を介して感染が拡大するこ

とがパンデミックの初期から指摘されていた[8]．
そのため，物理書籍の流通の再開にあたっては，

利用者同士や図書館職員と利用者の接近を避ける

べく，「非接触型」の貸出サービスを導入する館が

多く見られた．また，返却資料を一定期間「隔離」

する方策も多くの館で採用された[9]． 
 非接触型貸出サービスのワークフローとして最

もよく見られるのは，以下のようなものである．

まず，利用者は，オンラインカタログを利用して

資料を検索，予約する．予約された資料は大学図

書館内の特定のサービスポイントに送られ，貸出

可能になると利用者に通知Eメールが送信される．

利用者はその後，所定のサービスポイントで貸出

手続きを行う．（ここまでのステップは，多くの館

でパンデミック以前から提供されていた予約受け

取りサービスと大差ない．）「非接触型」サービス

の場合は，主に図書館本館のロビーや図書館前の

歩道，大学キャンパスの駐車場など，ヒトの密集

を避けられる場所にピックアップ用の机や棚など

が用意され，利用者は，すでに貸出の処理が完了

し，個別の利用者ごとに分別された資料をそれら

の場所から引き取ることになる． 
 
3.2 非接触型貸出サービスに関する広報 
 
 非接触型貸出サービスの開始にあたっては，物

理書籍の流通の「再開」と，引き取り方法が「非

接触型」になることが広報の主眼であったと考え

られる．開始の告知は，他の図書館サービスの再

開，停止，一部制限等に関する情報と同様，図書

館ウェブサイトや，図書館ウェブサイト上のブロ

グ形式のニュース，図書館のソーシャルメディア

アカウントを通じて発信されていた．本稿では，

特に画像，動画を積極的に活用していた例を取り

上げる． 
 
3.2.1 画像を用いた情報発信 
 画像を用いた情報発信を行っていたケースでは，

ヴァージニア大学図書館（図 1）やカリフォルニ

ア大学アーヴァイン校図書館機構（図 2）の例の

ように，持ち帰り用紙袋や乗用車の絵などを配し

たものが多かった．これは，実際の非接触型貸出

の方式を示すと同時に，貸出サービスが「テイク

アウト」であること（図書館施設の利用は依然不

可能であること）を伝えようとしたものであると

も考えられる． 
 また，この時期，米国では自宅滞在令の一部と

して飲食店にも営業制限が課せられ，テイクアウ

トやドライブスルーのみの営業を行っていた店舗

も多かった。そのイメージを連想させる，効果的

な広報戦略であったと言えるのではないだろうか． 



 

 

 

図 1: ヴァージニア大学図書館のニュース記事 
（https://news.library.virginia.edu/2020/06/05/a

nnouncing-contactless-pickup-for-physical-
collections/） 

 
図 2: カリフォルニア大学アーヴァイン校図書館

機構のツイート 
（https://twitter.com/ucilib/status/12903092367

28033290）  

 

3.2.2 動画を用いた情報発信 
 動画を用いた情報発信には，いくつかのパター

ンが見受けられた．例えばプリンストン大学図書

館は“Access materials with the Book Pick-Up 
Service”のページ[10]にチュートリアル動画を掲

載しているが，これはスクリーンキャプチャに音

声による解説を重ねた，典型的な利用教育動画の

フォーマットを踏襲したものである．ハワイ大学

マノア校図書館のチュートリアル動画[11]もこれ

に近いものだが，実際に貸出を行うロケーション

の写真を挿入するなど，非接触型貸出サービスの

特殊性により踏み込んだ内容になっている[12]． 
 また，動画を用いた情報発信を取り上げる上で

は，デューク大学図書館機構の“Library Takeout”
（図 3）を避けて通ることはできないだろう．図

書館機構の YouTube アカウントに 2020 年 8 月

15 日にアップロードされたこの動画はクレヨン

画を繋げたアニメーションとポップな音楽に合わ

せた歌詞でデューク大学図書館機構が開始した非

接触型貸出サービス（“Library Takeout”はその名

称）を説明する内容だが，デューク大学の図書館

利用者の枠を超えてソーシャルメディアで共有さ

れ，2021 年 5 月 31 日の時点で 89万 6千回再生

されている．（後に，この動画の作者は当大学音楽

図書館のライブラリアン Jamie Keesecker 氏で

あったことが判明している[13]．） 
 

 
図 3: Library Takeout の 1シーン 

（https://www.youtube.com/watch?v=e1iGEM9
NMFM）  

 



 

 

4. おわりに 
 
 本稿では画像や動画を積極的に使用した情報発

信を取り上げたが，筆者が調査した大学図書館の

多くは非接触型貸出サービスの開始と方法を図書

館ウェブサイト上で文章で案内するにとどまって

いた．どの方法がサービスの周知に貢献したのか，

どの方法がユーザー経験の向上につながったのか

については，パンデミックと COVID-19 対策を適

切な距離感から調査，研究できるようになったと

きに，改めて検証が必要だろう． 
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